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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成27年10月29日(2015.10.29)

【公開番号】特開2015-153318(P2015-153318A)
【公開日】平成27年8月24日(2015.8.24)
【年通号数】公開・登録公報2015-053
【出願番号】特願2014-28783(P2014-28783)
【国際特許分類】
   Ｇ０８Ｇ   1/16     (2006.01)
   Ｂ６０Ｒ  21/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０８Ｇ    1/16     　　　Ｃ
   Ｂ６０Ｒ   21/00     ６２４Ｃ
   Ｂ６０Ｒ   21/00     ６２２Ｆ
   Ｂ６０Ｒ   21/00     ６２２Ｌ
   Ｂ６０Ｒ   21/00     ６２４Ｂ
   Ｂ６０Ｒ   21/00     ６２１Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成27年9月4日(2015.9.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記の目的を達成するために、本発明の作業機械の障害物検知装置は、車体に接近する
障害物を検知する作業機械の障害物検知装置において、前記車体の周囲の障害物を検知し
て前記車体の周囲を監視する周囲監視部と、この周囲監視部の検知範囲よりも前記車体か
ら離れた位置の障害物を検知して前記車体から離れた遠方を監視する遠方監視部と、前記
車体の速度に応じて、前記周囲監視部による監視と前記遠方監視部による監視を切替える
監視切替部とを備えたことを特徴としている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車体に接近する障害物を検知する作業機械の障害物検知装置において、
　前記車体の周囲の障害物を検知して前記車体の周囲を監視する周囲監視部と、
　この周囲監視部の検知範囲よりも前記車体から離れた位置の障害物を検知して前記車体
から離れた遠方を監視する遠方監視部と、
　前記車体の速度に応じて、前記周囲監視部による監視と前記遠方監視部による監視を切
替える監視切替部とを備えたことを特徴とする作業機械の障害物検知装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の作業機械の障害物検知装置において、
　前記監視切替部は、
　前記車体が加速して前記車体の速度が所定の速度に達したとき、前記遠方監視部による
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監視に切替え、前記車体が減速して前記車体の速度が前記所定の速度よりも低速になった
とき、前記周囲監視部による監視に切替えることを特徴とする作業機械の障害物検知装置
。
【請求項３】
　請求項２に記載の作業機械の障害物検知装置において、
　前記周囲監視部は、撮影範囲が異なるように前記車体に設けられ、前記車体の周囲を撮
影する複数のカメラを有し、
　前記監視切替部は、前記車体が加速して前記車体の速度が前記所定の速度に達し、かつ
前記車体の進行方向が前記車体の前後左右の所定の方向であるとき、前記遠方監視部によ
る監視に切替えると共に、前記複数のカメラのうち一部のカメラを作動させて前記周囲監
視部による一部の監視を維持することを特徴とする作業機械の障害物検知装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の作業機械の障害物検知装置において、
　前記監視切替部は、
　前記車体が加速して前記車体の速度が前記所定の速度に達し、かつ前記車体の進行方向
が前進方向であるとき、前記遠方監視部による監視に切替えると共に、前記複数のカメラ
のうち前記車体の後方を撮影するカメラを作動させて前記周囲監視部による一部の監視を
維持することを特徴とする作業機械の障害物検知装置。
【請求項５】
　請求項３に記載の作業機械の障害物検知装置において、
　前記監視切替部は、
　前記車体が加速して前記車体の速度が所定の速度に達し、かつ前記車体の進行方向が左
方向又は右方向であるとき、前記遠方監視部による監視に切替えると共に、前記複数のカ
メラのうち前記車体の左方又は右方を撮影するカメラを作動させて前記周囲監視部による
一部の監視を維持することを特徴とする作業機械の障害物検知装置。
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